
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１２年４月１日 

№39 

 

■議会で度々指摘された副市長不在のリスク 

…H24 年第 1 回定例会の最終日、追加議案として「副

市長の任命について」が提出されました。昨年の 4月の

選挙で誕生した尾崎新市長就任後、前市長の任命した副

市長、教育長が 5月 16日付で退職、その後、東大和市

には副市長不在という状況が続いていました。 

教育長に関しては、9月の定例会にて任命が可決され、

小島昇公氏が就任。教育長就任で、東大和市の教育に関

しては、一定の安定感を維持できると感じていました。 

…一方、副市長に関しては不在の状況が続き、度々議会

でも副市長不在のリスクに関して指摘する場面があり

ました。まずは本来、副市長が担当すべき職務、たとえ

ば複数の市と共同で行う事業（ごみ処理など）について

の定例会には副市長が出席することになっているもの

があります。また、庁内での決裁についても、副市長の

押印によって進められるものもあります。しかし、副市

長不在の状況では、それらの業務を関連部署の部長が代

行しているという状況でした。 

元来、副市長が持つ決裁権を持たない部長が代行した場

合のリスク、責任の所在については議会でも度々指摘さ

れており、また今後、いつ起こるかわからない災害時な

どにおいても、市長を補佐し、また、代行できる副市長

が不在という状況のリスクは大きなものであると、議会

では提言をしていました。 
 

■ 市長を補佐する副市長は 

…先に述べたように、3月の定例会では副市長の任命に

ついての追加議案が提出されるということで、議会とし

ても市行政の組織体制が整うと期待を寄せていました。

当日、副市長候補として提出されたのは、昨年 9月に 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシ

ップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／

卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・

生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマ

ーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店

長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、

漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出

会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

新市長就任後、約 1年…ついに東大和市、副市長が決定。 

  

教育長に就任した小島昇公氏でした。 

…和地ひとみは、度々、東大和市の教育の強化などにつ

いて、教育長である小島氏を訪ね、様々な意見交換をさ

せて頂いていました。9月から約半年あまり。小島氏も

教育の改善、強化に意欲的に取り組まれていたので、今

後、それらが少しずつ形になるのではないかと思ってい

たところでの、副市長就任となったことには少 「々道半

ばではないか」という感があります。 

今後は、副市長という立場で市長を補佐し、東大和市の

発展の一助を担っていただければと期待をするほかあ

りません。小島氏が教育長から副市長になることを受

け、新教育長には、以前、都からの派遣で当市の学校教

育部参事をされていた真如昌美氏が就任されることに

なりました。 
 

■ 市の人事とは… 

…今回、副市長に任命された小島氏のポテンシャルに関

しては苦言などは全くありません。しかし市長が任命権

をもつ（議会の承認は必要）教育長、副市長という要職

について、小島氏のみを頼みにするという状況には、

少々疑問が残ります。当市は人材不足なのか、外から人

材をスカウトする力がないのか。これらの要職は市長の

政策を理解し、補佐する、もしくは市行政の方向性を担

うものです。尾崎市長を支える人材という点では、もう

少し様々な候補、人材を得る必要があるのではというの

が率直な感想です。 

…ともあれ、これで市行政の組織体制も整いました。 

新年度からは予算、組織ともに真の尾崎市長体制がスタ

ートとなります。多くの市民から期待され誕生した尾崎

市長の政策の実現、そして市の発展を期待すると共に、

今後も市行政を市民目線でチェックしていきます。 

 


